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即応的継続的
（リアクティブ）

常態的先行的
（プロアクティブ）
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侵入されそうになると・・・
・いや～な感じ
・不安な気持ち
・不快な気持ち
・気持ち悪い感じ etc
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こころとからだの学習

• 科学的な知識
• 性行動の選択
• 合意形成

3つの観点で計画
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最初は、教師のつぶやきから
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こどもたちに
何かを伝えなきゃいけないのは

わかってるけど
どうしたらいいんだろう？

禁止したり、注意したりするだ
けでは、解決にならないことは
わかってるけど・・・
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三人寄れば文殊の知恵
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1. 目的の設定
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教員）
① まず教員が子どもたちの性的な発達・成長を自然なものと受け
止め、一緒に発達・成長を喜ぶ
② 教員自身が性に関して学び直す機会と捉え、科学的な知識に
基づいた授業を提供する
③ 対話的な学習を心がけ、子どもの声を受け止める
生徒）
① 自分のこころとからだの発達・成長を自然な大切なことと捉える
ことができる
② 自分のセクシャリティを自分で選択して決めることができる
③ 自分と同じように他の人のこころとからだを大切にすることがで
きる
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2. 目標の設定
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①自分のこころとからだに関す
る科学的知識を得る
②基本的な知識を生かして、性
行動を選択できる
③相手と話し合いながら合意形
成ができる
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3. 年間指導計画と
学習内容表の作成
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教えたいことはたくさんあるのに…
なにを？
どのように？
どの順番でおしえたらいい？
わからない
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①学習内容表の作成
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テキストを元に
こどもたちが困っていること
先生が教えたいことを整理

→この作業が大切
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①学習内容表の作成
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②年間指導計画の作成
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•学習時間の確保
•環境づくりが大切→個別では
なく、集団で実践できる工夫

•授業の後は、先生方がスモー
ルトーク（10分程度）
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大切なのは
大人のマインドセットを変えること

•教えるから一緒に学ぶへ

•対話型学習への転換

•全教員で取り組む
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